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東海道：０３湊町(豊橋）－下地ー佐奈橋（小坂井町）

伊奈駅

JR西小坂井

佐奈川

茶屋本陣跡

芭蕉句碑

若宮八幡社
東漸寺

伊奈一里塚碑

迦具土神社

速須佐之男神社

菟足神社

明光寺

秋葉さん

若宮大社大イチョ ウ

こだか橋碑

伊奈城址

花ケ池

お松見

（本多氏廟所)

柏木の浜の碑

善福寺
東林寺

平井稲荷山貝塚遺跡

日本トレクス

聖眼寺
一里塚碑

下地家並

瓜郷遺跡鹿菅橋

江川

豊川放水路

豊橋魚市場

宿西

聖眼寺 （真宗高田派）

平安時代の初め慈覚開祖
1604年浄土真宗に改宗
朝廷、幕府の厚遇受ける。
境内に芭蕉の松葉塚

”ごを焼て 手拭
あぶる 寒さ哉”

瓜郷遺跡
弥生時代中期の遺跡、昭和22年に発見
時代的に唐古遺跡(奈良)と土呂遺跡の中間
2本の棟持柱、切妻屋根、平地住居。

菟足神社（祭神 菟上足尼命）
菟上足尼命は雄略天皇の御代（5世紀後半）
に穂の国（東三河地方）の国造に任じられた。
死後平井の柏木浜に祀られていた天武天皇の
白鳳15年（686)に現在地に遷礼されたとされる。
4月の風祭りは有名。

伊奈茶屋本陣跡
貞享4年(1687)吉田藩主小笠原壱岐守長祐
の時に保科豊後守正容が将軍の名代として
京都に行く時に当地に御馳走茶屋を建て
御茶屋又左門を詰めさせたのがはじまり。
東京遷都の時明治天皇この茶屋でご休息さ
れる｡ここの井戸水の茶を飲まれたとか。

芭蕉句碑

若宮大社
菟足神社の祭礼の時神興の
お旅所となるところ
大イチョ ウ樹齢不明なるも神社
創立のころ植えたとすれば440
年ほどになる

(祭神大佐々木命（仁徳))

お松見

6代城主忠俊とその妻,
その嫡子光忠とその妻
７代城主忠次の5名の
墓碑がある。

伊奈城址
伊奈本多は藤原鎌足を遠祖とし，藤原北家
太政大臣兼通から14代の助秀に至り本多を
姓とした｡その嫡男助定は延元元年(1336)
足利尊氏が大宰府に兵を挙げるやこれに従
い功労があったので尾張国横根、栗飯原の
地を与えられた｡その3代後定忠は
嫡男定助と東三河にきてこの地
を拠点にし城を築いた。

花ヶ池
享禄2年(1529)岡崎城主松平清康は吉田城
を攻めた。時の伊奈城主本多正忠は清康に
従い奮戦、吉田城を攻略した｡正忠は伊奈城
に清康を迎え戦勝の宴を開いた｡その時城内
の花ヶ池の水葵の葉に肴を盛ったところ清康
は喜んだという。これがもとで本多家の家紋
が立葵となる。

東漸寺
元は前芝村にあったが廃寺となり
延命地蔵尊を祀る小堂がのこる。
津波によりこの地に流れ着いたので
村人が崇め祀った｡明応元年(1492)
3代伊奈城主本多正時が堂宇を建てる
知多郡緒川より亨隠慶泉禅師を招き
開山｡本多家累代の菩提寺とする。

境内のｲﾇﾏｷ（雄)は
樹齢400-500年といわれてる

伊奈銅鐸出土地

前芝燈明台
杢野甚七顕彰碑（三河のり創始者)

（学校の北西角）

新幹線

JR東海道線

とよはし
吉田湊跡

聖眼寺境内芭蕉の松葉塚

豊
川
橋

前芝町

豊川

佐奈橋

高橋

前芝大橋

”かくさぬそ 宿は菜汁に 唐が羅し”

豊橋

律令時代ここに
”渡津”の駅が

設けられた

H13-6-19火災に遭う。

火災前の瓜郷遺跡

芭蕉は貞享4年伊良胡

愛弟子坪井杜国の
身を案じて訪れ、

（太鼓の店軒）

崎畑村に蟄居中の

途中ここに立寄る。前芝燈明台

小坂井村には家康の配下彦坂九兵衛光正より下付された。
家康の伝馬朱印状と添状が残っており、また慶長16年の
家康上洛の時の”人馬駄賃･木銭等の定書”のあて先が
小坂井宿中となっており、慶長12-16年に宿が在ったと

推定される。

幻の小坂井宿
二川本陣資料館資料より


